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（１）　収益的収入及び支出

第１款　水道事業収益

第１款　水道事業費用

第1項 営業費用

第2項 営業外費用

第3項 特別損失

第4項 予備費

                                     　　 平成29年度　 今治市　　　　　水道事業決算報告書（消費税及び地方消費税込み）

収　　入

区　　　分

予　　　　算　　　　額

当初予算額 補正予算額 合　　　計

第3項 特別利益

第2項 営業外収益

第1項 営業収益

支　　出

区　　　分

予　　　　　算　　　　　額

地方公営企業法
当初予算額 補正予算額 流充用増減額 第 条第 項の規

定による繰越額
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定による繰越額

　決算額のうち
　仮払消費税

予 算 額 に 比 べ
決 算 額 の 増 減

　　  決 算 額 の う ち
　　　仮 受 消 費 税

                                     　　 平成29年度　 今治市　　　　　水道事業決算報告書（消費税及び地方消費税込み）

（単位：円）

決　　算　　額

（単位：円）

予　　　　　算　　　　　額

決　算　額 不　用　額
合　　　計

地方公営企業法
第 条第 項の規



― 4 ―

（２）　資本的収入及び支出

第１款　資本的収入

第1項 企　業　債

第2項 出　資　金

第3項 国庫（県）
　　　補  助  金
第4項 工事負担金

第5項 加　入　金

第6項 そ　の　他
      資本収入

第１款　資本的支出

第1項 建設改良費

第3項 投  　　資

第4項 そ　の　他
      資本支出

第5項 予　備　費

　資本的収入額が資本的支出額に不足する額　1,020,178,827円は、過年度分損益勘定留保資金
160,402,218円で補てんした。

第2項 企業債償還金

支　　出

区　　　分
当初予算額 補正予算額 流充用増減額

 地方公営企
 業法第26条

予　　　　　算　　　　　額

小　　計
 の規定によ
 る繰越額

収　　入

区　　　分

予　　　　　　算　　　　　　額

  る財源充当額

  第26条の規定に
  よる繰越額に係

補正予算額 小　　計

  地方公営企業法

当初予算額

  決算額のうち
  仮払消費税

541,466,501円、減債積立金　318,310,108円及び当年度分消費税資本的収支調整額

（単位：円）

予　　　　　算　　　　　額

合　　計
不　用　額決　算　額

 地方公営企業法
 第26条の規定に
 よる繰越額

予 算 額 に 比 べ   決 算 額 の う ち
決 算 額 の 増 減   仮 受 消 費 税

△ 487,718,500

△ 341,100,000

△ 84,092,601

△ 70,767,000

（単位：円）

予　　　　　　算　　　　　　額

決　算　額

△ 3,228,700

合　　計



― 5 ―

  決算額のうち
  仮払消費税

541,466,501円、減債積立金　318,310,108円及び当年度分消費税資本的収支調整額

（単位：円）

予　　　　　算　　　　　額

合　　計
不　用　額決　算　額

 地方公営企業法
 第26条の規定に
 よる繰越額

予 算 額 に 比 べ   決 算 額 の う ち
決 算 額 の 増 減   仮 受 消 費 税

△ 487,718,500

△ 341,100,000

△ 84,092,601

△ 70,767,000

（単位：円）

予　　　　　　算　　　　　　額

決　算　額

△ 3,228,700

合　　計
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（単位：円）

（2）

（3）

△ 2,346,049

（6）

（7）

３

（8）

水 源 対 策 費

その他営業費用

 営　業　利　益

（9）

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

１

２

平成29年度　今治市水道事業損益計算書
（消費税及び地方消費税抜き）

（平成29年４月１日から平成30年３月31日まで）

営 業 収 益

営 業 費 用

（1）給 水 収 益

受 託 工 事 収 益

その他営業収益

原水及び浄水費

配 水 費

給 水 費

受 託 工 事 費

総 係 費

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

受 託 事 務 費

支 払 利 息

雑 支 出

その他特別収益

過年度損益修正益

受 取 利 息

受 託 事 務 収 益

営 業 外 収 益

（1）過年度損益修正損

（1）

（1）

（2）

（3）

雑 収 益

長期前受金戻入

他 会 計 補 助 金

４

５

６

営 業 外 費 用

 当年度未処分利益剰余金

 経　常　利　益

 当年度純利益

 その他未処分利益剰余金変動額

特 別 損 失

特 別 利 益

（3）その他特別損失

（2）災害による損失

（2）
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剰　　余　　金
資 本 剰 余 金

条例による処分額

平成29年度　今治市水道事業剰余金計算書　（消費税及び地方消費税抜き）
（平成29年4月1日から平成30年3月31日まで）

自己資本金への組入

自　  己
資 本 金

国庫（県）
補  助  金

他 会 計
補 助 金

前年度末残高

議会の議決による処分額

前年度処分額

減債積立金の積立

資 本 金

受贈財産
評 価 額

寄 附 金

自己資本金への組入

処分後残高

建設改良積立金の積立

当年度変動額

処分後残高

他会計繰入金の受入

減債積立金の使用

国庫（県）補助金の受入

建設改良積立金の使用

他会計補助金の受入

国庫（県）補助金の処分

工事負担金の処分

工事負担金の受入

簡易水道統合に伴う変動

受贈財産評価額の受入

平成29年度　今治市水道事業剰余金処分計算書（案）　
（消費税及び地方消費税抜き）

当年度末残高

（単位：円）

自 己 資 本 金 資 本 剰 余 金 未処分利益剰余金

当年度末残高

減債積立金の積立 △ 301,006,355

議会の議決による処分額 △ 808,460,229

建設改良積立金の積立 △ 189,143,766

△ 318,310,108

（繰越利益剰余金）

加入金の受入

当年度純利益
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（単位：円）

利 益 剰 余 金

（繰越利益剰余金）

資　　本
合　　計

△ 758,291,099 △ 166,712,257

利益剰余金
合　　　計

資本剰余金
合　　　計

減　　債
積 立 金

建設改良
積 立 金

未処分利益
剰　余　金

△ 166,712,257

△ 166,712,257

△ 318,213,348

△ 758,291,099

△ 273,365,494

△ 166,712,257

△ 318,310,108

△ 318,310,108

（当年度未処分利益剰余金）
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１　固　定　資　産

（1）有形固定資産　

　イ 土　　　地

　ロ 建　　　物

　 減価償却累計額 △ 700,749,287

ハ 構　築　物

減価償却累計額 △ 21,264,301,170

　ニ 機械及び装置

　 減価償却累計額 △ 5,699,104,085

　ホ 車両運搬具

　 減価償却累計額 △ 49,104,880

　へ 工具器具備品

　 減価償却累計額 △ 200,809,627

ト 建設仮勘定

　

（2）無形固定資産

　イ 施 設 利 用 権

減価償却累計額 △ 79,061,229

ロ 電 話 加 入 権

　

（3）投　　　　資

　イ 基　　　金

　投　資　合　計

　固 定 資 産 合 計

２　流　動　資　産

（1）現　金・預　金　

（2）未　　収　　金

貸 倒 引 当 金 △ 11,131,229

（3）貯　　蔵　　品

（4）その他流動資産

流動資産合計

資　産　合　計

　

平成29年度　今治市水道事業貸借対照表（消費税及び地方消費税抜き）

（平成30年３月31日）
（単位：円）

資　　産　　の　　部

有形固定資産合計

無形固定資産合計
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３　固　定　負　債

（1）企　業　債

（2）引　当　金

固定負債合計

４　流　動　負　債

（1）企　業　債

（2）未　払　金

（3）引　当　金

（4）預　り　金

流動負債合計

５　繰　延　収　益

（1）長期前受金

（2）収益化累計額 △ 685,664,254

繰延収益合計

負　債　合　計

６　資　　本　　金

（1）自己資本金

資 本 金 合 計

７　剰　　余　　金

（1）資本剰余金

イ 国庫（県）補助金

ロ 他会計補助金

ハ 受贈財産評価額

ニ 寄　附　金

資本剰余金合計

（2）利益剰余金

イ 減債積立金

ロ 建設改良積立金

ハ 当年度未処分利益剰余金

利益剰余金合計

剰余金合計

資本合計

負債・資本合計

負　　債　　の　　部

資　　本　　の　　部
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注記表

Ⅰ 重要な会計方針

１ たな卸資産の評価基準及び評価方法

・貯蔵品 移動平均法による原価法

２ 固定資産の減価償却の方法

有形固定資産（リース資産を除く。）

・減価償却の方法 定額法による。

・主な耐用年数

建物 ～ 年

構築物 年

機械及び装置 年

工具器具備品 ～ 年

無形固定資産（リース資産を除く。）

・減価償却の方法 定額法による。

・主な耐用年数

施設利用権 年

３ 引当金の計上方法

退職給付引当金

職員の退職手当の支給に備えるため、当年度末における退職手当の要支給額に相当する

金額のうち、一般会計が負担すると見込まれる金額を除く額を計上している。

賞与引当金

職員の期末手当、勤勉手当の支給及びこれに係る法定福利費の支払に備えるため、当年

度末における支給（支払）見込額に基づき、当年度の負担に属する額を計上している。

貸倒引当金

債権の不納欠損による損失に備えるため、実績率等による回収不能見込額を計上してい

る。

４ 消費税及び地方消費税の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。

Ⅱ 貸借対照表等関連

１ 引当金の取崩し

退職給付引当金の取り崩し

平成 年度において、退職手当として 万 円を支給することとなったため、退職

給付引当金 万 円を取り崩した。

賞与引当金の取り崩し

平成 年度において、期末手当、勤勉手当及び法定福利費として 万 円を支給

（支払）することとなったため、賞与引当金 万 円を取り崩した。

貸倒引当金の取り崩し

平成 年度において、 万 円を不納欠損処理することとなったため、貸倒引当金

万 円を取り崩した。

Ⅲ その他

１ 簡易水道事業等の統合

平成 年度に、今治市大西別府西簡易水道事業、今治市吉海簡易水道事業及び今治市玉川

力石飲料水供給事業（以下「旧簡易水道事業等」という。）を今治市水道事業に統合したた

め、財務諸表等は、それらの資産、負債等をすべて引き継ぎ作成している。
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平成 年度 今治市水道事業報告書

第１ 概 要

（１） 総括事項

平成 年度の今治市水道事業の概要を以下のとおり報告します。

イ 給水状況

当年度末における給水人口は、 万 人（対前年度比 人、 ％増）、給水戸

数は、万 戸（同 戸、 ％増）で、行政区域内人口に対する普及率は、 ％

（ ポイント増）となりました。

年間配水量は 万 ㎥（対前年度比 万 ㎥、 ％増）、有収水量は、

万 ㎥（同 万 ㎥、 ％増）となり、有収率は ％（増減なし）となり

ました。

ロ 建設改良事業の状況

今年度から、基幹浄水場の更新事業として、（仮称）高橋浄水場整備等事業に着手し

ました。

送水事業としまして、しまなみ送水事業、大西・菊間送水整備事業及び玉川中村簡易

水道統合整備事業を実施しました。

また、緊急時の給水拠点の機能確保のため、伯方配水池整備事業を実施しました。

そのほか、一般の建設改良事業としましては、配水管網の整備、老朽管の更新として、

配水管整備工事 万 ｍ、消火栓新設 基等の工事を行いました。

ハ 財政状況

先ず、収益的収支における水道事業収益は、受託工事収益が 万 千円（対前年度

比 万 千円、 ％減）、受取利息が 万 千円（同 万 千円、 ％減）、特別利

益 万 千円（同 万 千円、 ％減）となったものの、旧簡易水道事業等の統合に伴

い、料金収入 億 万円（同 万 千円、 ％増）、長期前受金戻入 億 万

千円（同 万 千円、 ％増）となったとともに、その他営業収益が 万 千円

（同 万 千円、 ％増）、他会計補助金 億 万 千円（同 万 千円、 ％

増）等により、事業収益総額は、 億 万円（同 億 万 千円、 ％増）となりま

した。
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一方、水道事業費用は、人件費 億 万 千円（対前年比 万 千円、 ％減）、

施設工事費 億 万 千円（同 万 千円、 ％減）となったものの、委託料

億 万 千円（同 万 千円、 ％増）、減価償却費 億 万 千円（同

億 万 千円、 ％増）、資産減耗費 万 千円（同 千円、 ％増）、支

払利息 億 万 千円（同 千円、 ％増）等となり、費用総額は、

億 万 千円（同 億 万 千円、 ％増）となりました。

この結果、差引当年度純利益が 億 万円で、前年度と比べ 億 万 千円

（ ％）の減少となりました。

次に、資本的収支におきましては、収入が基金取崩収入、企業債借入れ、一般会計出

資金、国庫（県）補助金等により 億 万 千円（対前年度比 億 万円、 ％

増）となり、対する支出は、（仮称）高橋浄水場整備等事業、しまなみ送水事業、大西・

菊間送水整備事業、玉川中村簡易水道統合整備事業、配水管整備等により、 億 万 千円

（同 億 万 千円、 ％増）となりました。

この結果、収支差引不足額は、 億 万 千円となり、これは、減債積立金及び過

年度分損益勘定留保資金で補てんしました。

–
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（２）議会の議決事項

議案番号

報告第 ４号

議案第 92号
H29.12.６

（認定）

件　　　　　　　　　　　名

繰越計算書の提出について（水道事業会計）

平成28年度　今治市水道事業決算の認定について H29.９.６

議決年月日提出年月日

H29.６.27

（受理）
H29.６.８

議案第 93号

議案第104号

議案第 28号

平成28年度　今治市水道事業会計未処分利益剰余金の
処分について

平成29年度　今治市水道事業会計補正予算（第１号）

平成30年度　今治市水道事業会計予算

備　考

H29.９.６

H29.12.６

H30.３.１

H29.12.６

H30.３.26

４０ ４０

（単位：人）
（３）職員に関する事項

平成30年３月31日 増　減

―

―

平成29年３月31日

４０４０

区　分

吏　員

その他

計
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第２　工　　事

（１）建設改良事業（消費税及び地方消費税込み）

　イ　原水及び浄水施設費

　　　①原水及び浄水施設整備工事 （単位：円）

工　　事　　名 施　工　内　容 着工年月日
竣工年月日
(　)は予定

（仮称）高橋浄水場整備等事業

・設計                 1式
・土木工事　　　       1式
・建築                 1式
・機械電気設備　　　　 1式

（仮称）高橋浄水場整備等事業モニ
タリング支援業務

・設計業務モニタリング 1式
・建設業務モニタリング 1式

その他工事　1件
・DKφ200　　　　　　　L=2.2m
・DKφ150　　　　　　　L=55.2m

  導水管               L=57.4m

　ロ　配水施設費

　　　①配水管整備事業 （単位：円）

工　　事　　名 施　工　内　容 着工年月日 竣工年月日

今水工配施
（H28繰越）

配水管整備工事（北日吉地区） ・DNSφ600　           L=208.2m

今水工配施
（H28繰越）

配水管整備工事（馬越地区） ・DNSφ600　           L=348.0m

玉水工配施
（H28繰越）

長谷地区外配水管布設替工事

・DGXEφ150          　L=272.3m
・DGXEφ100　          L=31.8m
・PEFφ75            　L=4.5m
・PEFφ50            　L=3.6m
・VPRφ150　           L=3.1m
・DGXφ200　           L=27.9m
・既設消火栓　         1基

今水工配施
今治小松自動車道建設に伴う配水管
布設替工事

・DGXEφ150　          L=112.0m
・DGXEφ75           　L=1.0m
・PEFφ50              L=4.3m
・既設消火栓         　1基

今水工配施 片山二丁目配水管布設替工事
・PEFφ100           　L=187.5m
・PEFφ50　            L=65.1m
・既設消火栓         　1基

今水工配施 高橋地区配水管布設替工事

・PEFφ100             L=185.4m
・PEFφ75　            L=2.8m
・PEFφ50　            L=2.0m
・既設消火栓　         1基

今水工配施 髙地町二丁目配水管布設替工事
・PEFφ100           　L=0.8m
・PEFφ50　            L=198.0m

今水工配施 湊町二丁目配水管布設替工事

・DGXEφ100          　L=3.0m
・PEFφ100           　L=426.4m
・DKφ100            　L=1.6m
・既設消火栓        　 1基

今水工配施 宅間地区配水管布設替工事(その2) ・PEFφ50            　L=475.4m

今水工配施 東鳥生町一丁目配水管布設替工事 ・PEFφ50　            L=253.7m

今水工配施
今治小松自動車道建設に伴う配水管
布設替工事(その2)

・DGXEφ150　          L=16.6m
・DGXEφ100　          L=24.6m
・PEFφ150　           L=0.9m
・PEFφ100           　L=176.8m
・PEFφ50            　L=58.4m

今水工配施
宅間地区外配水管布設替工事(その

・PEFφ100           　L=329.4m
・PEFφ50            　L=177.4m
・既設消火栓　         2基

今水工配施 配水管整備工事（北日吉地区） ・SPφ800(鞘管)   　　 L=27.9m

今水工配施 宮下町一丁目配水管布設替工事
・PEFφ100           　L=179.5m
・PEFφ50　            L=8.1m
・既設消火栓　         1基

今水工配施
四村地区外１公共下水道工事に伴う
上水道管移設工事外

・PEFφ50            　L=238.2m

今水工配施 唐子台団地配水管布設替工事 ・PEFφ75　            L=217.6m

今水工配施 新谷地区配水管布設替工事外
・PEFφ100　           L=332.3m
・PEFφ50　            L=343.1m
・既設消火栓　         2基

今水工配施
配水管整備工事（北日吉地区）（そ
の2）

・DNSφ600　           L=35.3m
・DNSφ200　           L=0.8m
・DGXφ200　           L=31.5m
・DKφ150 　           L=3.2m
・DPNφ600　           L=27.8m

工　事　番　号
（契約額）
工　事　費

工　事　番　号
（契約額）
工　事　費
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（単位：円）

工　　事　　名 施　工　内　容 着工年月日 竣工年月日

今水工配施 町谷地区外配水管布設替工事

・DGXEφ150　          L=316.1m
・DGXEφ75　           L=5.6m
・DIPφ100　           L=3.0m
・PEFφ100　           L=15.6m
・既設消火栓　         1基

今水工配施 近見町四丁目配水管布設替工事外
・PEFφ100           　L=144.3m
・PEFφ50　            L=2.3m
・既設消火栓         　1基

今水工配施
銀座商店街配水管布設替工事(その ・PEFφ100           　L=207.8m

・既設消火栓　　　　　 1基

今水工配施
銀座商店街配水管布設替工事(その ・PEFφ100           　L=189.1m

・既設消火栓　　　　　 2基

今水工配施 阿方地区配水管布設替工事(その2)

・DGXEφ150　          L=0.4m
・DGXEφ100　          L=254.0m
・DGXEφ75　           L=5.0m
・PEFφ100           　L=19.4m
・PEFφ50            　L=3.3m
・既設消火栓　　　　　 1基

今水工配施 中堀二丁目外配水管布設替工事

・DGXEφ150　          L=47.9m
・DKφ100　            L=3.2m
・PEFφ100　           L=74.5m
・PEFφ75            　L=141.3m
・PEFφ50            　L=225.4m
・既設消火栓　　　　　 2基

今水工配施 野間地区配水管布設替工事
・PEFφ100　         　L=274.4m
・PEFφ50　            L=156.9m
・既設消火栓　　　　　 2基

今水工配施
金星川排水ポンプ場等整備工事に伴
う配水管布設替工事

・DGXφ300　         　L=29.0m
・DGXφ100　           L=5.8m

今水工配施
別宮町九丁目配水管布設替工事(ブ
ロック内幹線）

・DGXEφ200          　L=75.6m
・PEFφ50 　           L=2.8m

朝水工配施
(一）東予玉川線道路改良工事に伴
う上水道管移設工事

・DGXEφ250          　L=291.3m
・DGXEφ100　          L=159.7m
・DIPEφ200          　L=0.6m

玉水工配施 長谷地区配水管布設替工事

・DGXEφ150　          L=254.7m
・DGXEφ75　           L=9.8m
・PEFφ75            　L=4.8m
・PEFφ50　            L=26.9m
・既設消火栓　         1基

玉水工配施 中村地区配水管布設替工事

・DGXEφ150　          L=191.5m
・PEEφ75　            L=0.7m
・PEFφ50            　L=4.0m
・VPφ100　            L=4.2m

波水工配施 西浦地区配水管布設替工事

・DGXEφ150　          L=222.7m
・DGXEφ75           　L=2.8m
・PEFφ50            　L=242.3m
・VPRφ100           　L=1.8m
・既設消火栓　         1基

波水工配施 郷地区配水管布設替工事
・PEFφ100　           L=143.0m
・PEFφ50　            L=259.1m
・既設消火栓         　1基

大水工配施 紺原地区配水管布設替工事
・PEFφ100　           L=267.6m
・PEFφ50            　L=25.1m
・既設消火栓　         1基

大水工配施 脇地区配水管布設替工事外
・PEFφ100           　L=431.2m
・PEFφ50　            L=17.4m
・既設消火栓         　2基

大水工配施 大西町脇配水管布設替工事
・PEFφ100           　L=444.4m
・PEFφ50　            L=93.4m
・既設消火栓　         3基

菊水工配施 浜地区配水管布設工事
・DGXEφ150　          L=70.4m
・DKφ150　            L=1.2m
・DKφ100　            L=10.3m

菊水工配施 高田地区配水管布設替工事
・PEFφ100           　L=637.5m
・PEFφ50　            L=105.6m
・既設消火栓　         6基

菊水工配施 浜(仲町)地区配水管布設替工事
・PEFφ75            　L=3.9m
・PEFφ50　            L=304.2m

越配施 宗方地区配水管布設替工事外

・DGXEφ100         　 L=6.0m
・PEφ75　             L=195.1m
・VPφ75             　L=2.7m
・VPφ50　             L=5.5m
・既設消火栓　         2基

越配施 宮窪地区配水管布設替工事

・PEFφ100           　L=240.9m
・PEFφ50            　L=102.5m
・SGP-PB50A          　L=1.1m
・VPφ50　             L=0.3m
・新設消火栓         　1基

工　事　番　号 工　事　費
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（単位：円）

工　　事　　名 施　工　内　容 着工年月日 竣工年月日

越配施 井口地区配水管布設替工事
・PEFφ75　　　　   　 L=275.4m
・PEFφ50　　　　　　  L=43.1m
・既設消火栓　　　　　 1基

越配施 甘崎地区配水管布設工事
・DGXφ150　           L=191.3m
・PEφ50　             L=196.3m
・既設消火栓　　　　　 1基

越吉工配施 泊地区配水管布設替工事
・PEFφ100　　　　　　 L=297.0m
・PEFφ50　　　　　　　L=305.9m
・既設消火栓　　　　　 2基

今水工配施委
(仮称)高橋浄水場配水本管実施設計
業務委託

・実施設計業務　　　　 1式

今水工配施委
(仮称)高橋浄水場配水本管地質調査
業務委託

・地質調査　　　　　　 1式

その他工事　　30件

小計
  配水管               L=15,253.2m
  新設消火栓　　　     1基

　　　②小口径管布設（替）工事 （単位：円）

工　　事　　名 施　工　内　容 着工年月日 竣工年月日

特設配水管布設工事（今治）
10件

・PEFφ50 　　　 　　  L=300.3m

特設配水管布設工事（波方）
 1件

・PEFφ50　　　　 　   L=58.8m

特設配水管布設工事（菊間）
 1件

・PEFφ50              L=52.4m

小計   小口径管             L=411.5m

　　　③大西・菊間送水整備事業 （単位：円）

工　　事　　名 施　工　内　容 着工年月日 竣工年月日

菊水工配施
（H28繰越）

大西菊間送水管布設工事（その4）
・DGXφ250             L=265.4m
・SSAφ250　　　 　　  L=37.3m

菊水工配施 大西菊間送水管布設工事（その1） ・DGXφ150　           L=813.7m

菊水工配施 大西菊間送水管布設工事（その2） ・DGXφ150　           L=612.9m

菊水工配施 大西菊間送水管布設工事（その3） ・DGXφ150　           L=828.9m

菊水工配施 大西菊間送水管布設工事（その4） ・DGXφ200　           L=666.2m

菊水工配施 大西菊間送水管布設工事（その5） ・DGXφ200           　L=665.4m

菊水工配施 大西菊間送水管布設工事（その6） ・DGXφ200           　L=667.4m

大水工配施

菊水工配施

大水工配施

菊水工配施

菊水工配施 大西菊間送水管布設工事（その9） ・DGXφ150           　L=587.8m

菊水工配施 大西菊間送水管布設工事（その10）
・DGXφ200　           L=341.9m
・DGXφ150　           L=182.3m

菊水工配施 大西菊間送水管布設工事（その11）
・DGXφ200　           L=235.0m
・SSAφ200　           L=10.5m

菊水工配施 大西菊間送水管布設工事（その12）
・DGXφ200　           L=17.0m
・SSAφ200　           L=20.1m

菊水工配施
大西菊間送水管布設工事（場内配
管）

・DGXφ150　           L=18.6m
・SSAφ150　           L=6.2m

大水工配施

菊水工配施

大水工配施

菊水工配施

その他業務委託　　1件 ・水管橋詳細設計業務　 1式

小計   送水管               L=7,356.7m

大西菊間送水管布設工事（その13） ・DGXφ400　           L=291.6m

大西菊間送水管布設工事（その14） ・DGXφ400　           L=296.1m

大西菊間送水管布設工事（その8） ・DGXφ400           　L=396.7m

工　事　番　号
（契約額）
工　事　費

大西菊間送水管布設工事（その7） ・DGXφ400　           L=395.7m

工　事　番　号 工　事　費

工　事　番　号 工　事　費
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　　　④しまなみ送水事業 （単位：円）

工　　事　　名 施　工　内　容 着工年月日 竣工年月日

越吉工配施
泊上ポンプ場築造工事の内土木その
他工事

・場内造成工　         1式
・場内配管工　         1式
・建屋築造工　         1式
・場内整備工　         1式

越吉工配施
泊上ポンプ場築造工事の内電気機械
設備工事

・電気設備　           1式
・機械設備　           1式

越配施
大島地区送水管布設工事(志津見分
岐～宮窪配水池）

・DGXφ200　           L=0.8m
・DGXφ150　           L=0.4m
・DGXφ150　           L=237.6m
・DGXφ150　           L=3.6m

小計   送水管         　    L=242.4m

　　　⑤伯方配水池整備事業 （単位：円）

工　　事　　名 施　工　内　容 着工年月日 竣工年月日

越配施 伯方配水池築造工事

・PC配水池本体築造工事 1式
・屋根工事           　1式
・附帯設備工事　       1式
・池内配管工事　       1式

越配施 有津地区加圧配水管布設工事

・DGXφ75　            L=11.0m
・PEFφ75　            L=256.7m
・PEFφ50            　L=2.4m
・SSP-A 80A            L=12.9m

越配施 伯方配水池場内配管工事
・DGXφ300　           L=9.2m
・DGXφ200　           L=1.9m
・DIPφ200　           L=1.6m

小計   配水管         　    L=295.7m

　　　⑥玉川中村簡易水道統合整備事業 （単位：円）

工　　事　　名 施　工　内　容 着工年月日 竣工年月日

玉水工配施
中村・力石送水ポンプ場築造工事の
内建築その他工事

・受水槽築造工事　　　 1式
・ポンプ室築造工　　　 1式

玉水工配施
中村・力石送水ポンプ場築造工事の
内機械電気設備工事

・機械電気設備　　　　 1式

その他工事　1件
・DSEφ50 　           L=16.6m
・PEFφ50 　           L=10.2m
・SSAφ50 　           L=12.2m

事務費 ・用地費、補償費

小計

　　　⑦その他配水施設整備工事 （単位：円）

工　　事　　名 施　工　内　容 着工年月日
竣工年月日
(　)は予定

越吉工配施 泊上水道用地法面改良工事
・土工　　　            1式
・擁壁工　　            1式
・雑工　　　　　　　　　1式

事務費

・給料、手当等、賞与引当金繰入額
　法定福利費、法定福利費引当金繰入額
　賃金、備消品費、燃料費、委託料、
　修繕費

小計

工　事　番　号 工　事　費

工　事　番　号 工　事　費

工　事　番　号 工　事　費

工　事　番　号
（契約額）
工　事　費
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　ハ　営業設備費 （単位：円）

工　　事　　名 施　工　内　容 着工年月日 竣工年月日

材料費 ・量水器　               1式

機械器具費

・パソコン　　　 　   　 1式
・浄水場用機械　　　　　 2台
・水電解消毒装置　  　   1台
・ポンプ(水中ポンプ他)   6台
・流量計　　　　　　　　 2台
・水位計変換器    　　　 2台
・テレメータ装置　　　　 1台
・音波式管路探知機  　   1台 他

車両運搬具 ・軽貨物自動車　　  　 　3台

小計

建設改良事業合計

（２）保存工事（消費税及び地方消費税込み） （単位：円）

工　　事　　名 施　工　内　容

原水及び浄水施設修繕工事 ・馬越浄水場シャッター修繕等 44件

配水管修繕工事              　　　　　　   142件

配水施設修繕工事 ・亀岡配水池外壁修繕工事等   38件

給水管修繕工事            　　　　　　　   418件

給水施設修繕工事            　　　　　　　   　6件

給水切替工事 ・給水切替 　　　　　　　   775件

量水器取替工事 　　　　　　           　12,484件

量水器本体修理         　　             13,540件

（３）受託工事（消費税及び地方消費税込み） （単位：円）

工　　事　　名 施　工　内　容

受託工事
・配水管φ150～50 　 　L=2,359.0m
・給水切替　　　　　　  　  119件
・消火栓移設　　　   　  　 　6基

工　事　番　号 工　事　費

工　事　番　号 工　事　費 備　　考

工　事　番　号 工　事　費 備　　考
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人

％

合計

　　イ　給水戸数および給水人口

増　減

一日最大配水量

　　ロ　配　　水　　量

（単位：㎥）

種　　別 平成29年度 平成28年度 増　減

給水戸数

合計
人

行政区域内人口

今治(7/14 48,118)、朝倉(9/20 1,646)、玉川(8/15 2,086)、
波方(5/20 3,599)、大西(11/1 4,175)、菊間(8/12 2,005)、
越智諸島(8/13 6,662)

第３　業　　　務

（１）業　　務　　量

種　　別

一日平均配水量

配　水　量

人

合計

(水道事業分)

(旧簡易水道事業等)

(水道事業分)

合計

(旧簡易水道事業等)

合計

(旧簡易水道事業等)

住民登録世帯数

世帯

給水人口

戸 戸

戸 戸 戸

人

戸

戸

備　考

備　考平成29年３月31日平成30年３月31日

(旧簡易水道事業等)

人 人 普及率

合計

人

(水道事業分)

(水道事業分)
人 △ 1,431 人

戸

合計
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(旧簡易水道事業等)

　　ハ　給　水　量　（有収水量）

種　　別 平成29年度 平成28年度 増　　減 備　　考

△ 95,801

△ 45,976

（単位：㎥）

有収率 ％

△ 1,999

小計

△ 1,999

小計

小計 小計

小計

(旧簡易水道事業等)

(旧簡易水道事業等)

(旧簡易水道事業等)

(旧簡易水道事業等)

(旧簡易水道事業等)

(旧簡易水道事業等)

合計 合計

小計

小計 小計

小計 小計

小計

合 計

臨 時 用

工 業 用

湯 屋 用

業 務 用

家 庭 用

分 水

小計

△ 97,294

小計 小計

小 計

船 舶 用

(水道事業分)

(水道事業分)

(水道事業分)

(水道事業分)

(水道事業分)

(水道事業分)

(水道事業分)

(水道事業分)

(水道事業分)

小計

(旧簡易水道事業等)

(旧簡易水道事業等)

小計
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(旧簡易水道事業等)

(旧簡易水道事業等)

(旧簡易水道事業等)

(旧簡易水道事業等)

(旧簡易水道事業等)

(旧簡易水道事業等)

(旧簡易水道事業等)

特 別 利 益

営業外収益

小計 小計

営 業 収 益

小計 小計

△ 5,265,974

△ 6,009,995

（２）事業収入に関する事項　（消費税及び地方消費税抜き）

（単位：円）

科　　目 平成29年度 平成28年度 増　　減 備　　考

(水道事業分)

(水道事業分)

(旧簡易水道事業等)

合 計

合計 合計

小計 小計
△ 6,009,232

(水道事業分)

(水道事業分)

合 計

合計 合計

△ 21,253,394

小計
△ 5,476,923

小計

小計

小計 小計

(水道事業分)

(水道事業分)

(水道事業分)

小計

営 業 費 用

営業外費用

特 別 損 失

(水道事業分)

（３）事業費に関する事項　（消費税及び地方消費税抜き）

（単位：円）

科　　目 平成29年度 平成28年度 増　　減 備　　考
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契約年月日 契約金額 契約の内容 契約の相手方

H29.７.３ 脇地区配水管布設替工事外 （株）大西水道商会

H29.７.11 伯方配水池築造工事 四国通建（株）

H29.７.28 宅間地区外配水管布設替工事(その３) （株）黒川設備

H29.７.28 長谷地区配水管布設替工事 （有）玉川設備

H29.７.28 大西菊間送水管布設工事（その２） 菊間水道建設（有）

H29.７.28 大西菊間送水管布設工事（その３） 松田工業（株）

H29.７.31 大西菊間送水管布設工事（その１） 長井建材（株）

H29.８.２ 宮窪地区配水管布設替工事 （有）佐七屋

H29.８.７ 西浦地区配水管布設替工事 鎌田電気水道（株）

H29.９.８ 大西菊間送水管布設工事（その４） 松田工業（株）

H29.９.８ 大西菊間送水管布設工事（その５） 松田工業（株）

H29.９.８ 大西菊間送水管布設工事（その６） 菊間水道建設（有）

H29.９.11 配水管整備工事(北日吉地区)（その１） 曽我部建設（株）

H29.９.15
(一）東予玉川線道路改良工事に伴う上水道
管移設工事

水機建設（株）

H29.９.20 (仮称)高橋浄水場整備等事業建設工事
メタウォーター・四国通
建・日水コン特定建設工
事共同企業体

H29.９.20
(仮称)高橋浄水場整備等事業モニタリング支
援業務

（株）ウエスコ愛媛事務所

H29.９.20
(仮称)高橋浄水場整備等事業維持管理業務委
託

メタウォーター・メタ
ウォーターサービス・
キュウセツＡＱＵＡ特定
維持管理共同企業体

H29.９.25 新谷地区配水管布設替工事外 （有）室町工業

H29.９.25 配水管整備工事（北日吉地区）（その２） 長井工業（株）

町谷地区外配水管布設替工事 長井工業（株）

大西町脇配水管布設替工事 （株）大西水道商会

大西菊間送水管布設工事（その７） 長井工業（株）

大西菊間送水管布設工事（その８） （株）近藤工業所

郷地区配水管布設替工事 （有）渡部電機水道工業所

H29.11.７ 大西菊間送水管布設工事（その９） 松田工業（株）

H29.11.９ 大西菊間送水管布設工事（その10） 長井建材（株）

大西菊間送水管布設工事（その11） 菊間水道建設（有）

中村・力石送水ポンプ場築造工事の内場内配
管工事

（有）玉川設備

大西菊間送水管布設工事（その14） （株）さくら工業

中堀二丁目外配水管布設替工事 （株）丹下水道ポンプ工業所

大西菊間送水管布設工事（その13） 長井工業（株）

高田地区配水管布設替工事 松田工業（株）

甘崎地区配水管布設替工事 三洋建設（株）

浜(仲町）地区配水管布設替工事 鎌田電気水道（株）

第４　会　　計

（１）重要契約の要旨(契約金額15,000千円以上、消費税及び地方消費税込み)

（単位：円）
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政府資金

機構資金

　　ロ　一　時　借　入　金

（単位：円）

銀 行 等

合 計

区 分 当年度発生額 当年度使用額
平成30年３月31日

現　　　在
前年度繰越額

　　イ　損益勘定留保資金等の概況

（単位：円）

前 年 度 末 残 高

当 年 度 借 入 高

当 年 度 末 残 高

（３）その他会計経理に関する重要事項

（２）企業債及び一時借入金の概況

区 分

　　イ　企　　業　　債

（単位：円）

平成29年３月31日

現　　　在
平成30年３月31日

現　　　在
当年度償還額

旧簡易水道事業等
統合に伴う増加

収 支 調 整 額
消費税資本的

過年度分損益
勘定留保資金

当年度分損益
勘定留保資金

合 計

当年度起債額
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　執行額のうち仮払消費税

（４）他会計補助金等の使途の特定について

（単位：円）

区 分

　　ハ　議会の議決を経なければ流用することができない経費の概況（消費税及び地方消費税込み）

予　　算　　額 執　　行　　額

職員給与費

交 際 費

備　　　　　考残　　　　額執　　行　　額限　　度　　額

　　ロ　たな卸資産購入限度額の概況（消費税及び地方消費税込み）

（単位：円）

残　　　　額 備　　考

下水道事業等に伴うその他受託工事収入 万 円については、課税支出に 万 円

（特定収入）、不課税支出等に 万 円（特定収入以外）それぞれ充当した。

消火栓維持管理費負担金 万 円については、全額課税支出（特定収入）に充当した。

その他他会計負担金 万 円については、課税支出に 万 円（特定収入）、不課税

支出等に 万 円（特定収入以外）それぞれ充当した。

一般会計補助金 億 万 円については、全額不課税支出等（特定収入以外）に充当した。

新都市関連事業負担金（一般会計） 万 円については、全額不課税支出等（特定収入

以外）に充当した。

その他雑収益 円については、全額課税支出（特定収入）に充当した。

下水道布設に伴う工事負担金 万 円については、課税支出に 万 円（特定収入）、

不課税支出等に 万 円（特定収入以外）それぞれ充当した。

配水管布設に係る工事負担金 万 円については、課税支出に 万 円（特定収入）、

不課税支出等に 万 円（特定収入以外）それぞれ充当した。

上水道施設移転等補償金 万 円については、全額課税支出（特定収入）に充当した。



― 27 ―

△ 130,305,288

△ 4,389,289

△ 51,245,305

△ 27,139,365

△ 27,982,995

△ 150,098,204

△ 2,268,288,513

△ 319,098,983

△ 9,956,024

△ 1,339,136,223

△ 700,619,703

１　業務活動によるキャッシュ・フロー

平成29年度 今治市水道事業キャッシュ・フロー計算書
（平成29年４月１日から平成30年３月31日まで）

（単位：円）

受取利息及び受取配当金

当年度純利益

減価償却費

引当金の増減額（△は減少）

長期前受金戻入額

災害による損失

利息の支払額

支払利息

固定資産除却損

未収金の増減額（△は増加）

その他流動資産の増減額（△は増加）

未払金の増減額（△は減少）

預り金の増減額（△は減少）

たな卸資産の増減額（△は増加）

小計

利息及び配当金の受取額

基金の積立による支出

業務活動によるキャッシュ・フロー

２　投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出

国庫補助金等による収入

基金の取崩による収入

投資活動によるキャッシュ・フロー

３　財務活動によるキャッシュ・フロー

　　資金増加額（又は減少額）

　　資金期首残高

　　資金期末残高

未収金の増減額（△は増加）

未払金の増減額（△は減少）

他会計からの出資による収入

財務活動によるキャッシュ・フロー

建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入

建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出
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（単位：円）

水道事業収益 　

営 業 収 益
給 水 収 益

水 道 料 金 　

受託工事収益 　

給水工事手数料
修 繕 工 事 収 入
その他受託工事収入 　

その他営業収益
材 料 売 却 収 益
手 数 料
他 会 計 負 担 金

営 業 外 収 益
受託事務収益 　

水質検査手数料 　

受 取 利 息
預 金 利 息
基 金 利 息 　

貸 付 金 利 息
他会計補助金

他 会 計 補 助 金
長期前受金戻入

長期前受金戻入
雑 収 益

他 会 計 負 担 金
賃 貸 料
そ の 他 雑 収 益

特 別 利 益
過年度損益修正益

過年度損益修正益

その他特別利益
その他特別利益

水道事業費用
　 営 業 費 用

原水及び浄水費
給 料 予算額

手 当 等 予算額

賞与引当金繰入額 予算額

報 酬 予算額

法 定 福 利 費 予算額

法 定 福 利 費 引 当 金 繰 入 額 予算額

旅 費
備 消 品 費
燃 料 費
光 熱 水 費
通 信 運 搬 費
委 託 料
手 数 料
賃 借 料
修 繕 費
動 力 費

収益費用明細書（消費税及び地方消費税抜き）

（平成29年４月１日から平成30年３月31日まで）

執 行 額款 項 目 節 備考
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項 目 節

（単位：円）

　

薬 品 費
材 料 費
負 担 金
受 水 費
施 設 工 事 費

配 水 費
給 料 予算額

手 当 等 予算額

賞与引当金繰入額 予算額

賃 金
法 定 福 利 費 予算額

法 定 福 利 費 引 当 金 繰 入 額 予算額

旅 費
備 消 品 費
燃 料 費
光 熱 水 費
通 信 運 搬 費
委 託 料
手 数 料
賃 借 料

　 修 繕 費
路 面 復 旧 費
動 力 費
材 料 費
施 設 工 事 費

給 水 費
給 料 予算額

手 当 等 予算額

賞与引当金繰入額 予算額

報 酬 予算額

法 定 福 利 費 予算額

法 定 福 利 費 引 当 金 繰 入 額 予算額

旅 費
備 消 品 費
燃 料 費
委 託 料
手 数 料
賃 借 料
修 繕 費
路 面 復 旧 費
材 料 費
施 設 工 事 費
補 助 金

受 託 工 事 費
給 料 予算額

手 当 等 予算額

賞与引当金繰入額 予算額

法 定 福 利 費 予算額

法 定 福 利 費 引 当 金 繰 入 額 予算額

備 消 品 費
燃 料 費
賃 借 料

　 修 繕 費
材 料 費
施 設 工 事 費

款 執 行 額 備考
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項 目 節

（単位：円）

総 係 費
給 料 予算額

手 当 等 予算額

賞与引当金繰入額 予算額

賃 金
報 酬 予算額

法 定 福 利 費 予算額

法 定 福 利 費 引 当 金 繰 入 額 予算額

旅 費
退 職 給 付 費 予算額

備 消 品 費
燃 料 費
光 熱 水 費
印 刷 製 本 費
通 信 運 搬 費
委 託 料
手 数 料
賃 借 料
修 繕 費
食 糧 費
厚 生 費
負 担 金
保 険 料
諸 謝 金
報 償 費

　 公 課 費
貸倒引当金繰入額

水 源 対 策 費
補 助 金

減 価 償 却 費
有 形 固 定 資 産 減 価 償 却 費

無 形 固 定 資 産 減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費
固定資産除却費

その他営業費用
材 料 売 却 原 価

営 業 外 費 用
受 託 事 務 費

給 料 予算額

手 当 等 予算額

賞与引当金繰入額 予算額

賃 金
報 酬 予算額

　 法 定 福 利 費 予算額

法 定 福 利 費 引 当 金 繰 入 額 予算額

備 消 品 費
光 熱 水 費
委 託 料

支 払 利 息
企 業 債 利 息
借 入 金 利 息

雑 支 出
補 償 金
負 担 金
そ の 他 雑 支 出
仮受消費税調整

款 執 行 額 備考
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項 目 節

（単位：円）

特 別 損 失
過年度損益修正損

過年度損益修正損
災害による損失

災害による損失
その他特別損失

その他特別損失

　

執 行 額款 備考
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（１）有形固定資産明細書 （消費税及び地方消費税抜き）

　土　　　地

　　事務所用地

　　施設用地

　　その他土地

　建　　　物

　　事務所用建物

　　施設用建物

　　その他建物

　構　築　物

　　原水設備

　　浄水設備

　　配水設備

　　配 水 管

　　給水設備

　　橋りょう

　　その他構築物

　機械及び装置

　　電気設備

　　ポンプ設備

　　内燃設備

　　塩素滅菌設備

　　量 水 器

　車両運搬具

　工具器具備品

　建設仮勘定

（２）無形固定資産明細書 （消費税及び地方消費税抜き）

　 施設利用権

　 電話加入権

（３）投資明細書 （消費税及び地方消費税抜き） （単位：円）

旧簡易水道事業等
統合に伴う増加額

当年度減少額
当年度

減価償却高

備考

今治市水道施設整備基金

合計

合計

資産の種類 年度当初現在高 当年度増加額

資産の種類 年度当初現在高 当年度増加額 当年度減少額 年度末現在高

今治市水源の森基金

　　その他機械装置

 固　定　資　産　　　　

資産の種類 年度当初現在高 当年度増加額 当年度減少額 年度末現在高

合計

旧簡易水道事業等
統合に伴う増加額
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（単位：円）

（単位：円）

年度末現在高 備考

減 価 償 却 累 計 額

年度当初
減価償却累計額

当年度増加額
備考

　　　　　明　細　書

年度末
償却未済高当年度減少額 累　　計

旧簡易水道事業等
統合に伴う増加額
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発 行 発 行 利 率 償 還 終 期

許可年度 資金区分 年 月 日 当 年 度 償 還 高 償 還 高 累 計 価 額 年 ％ 年 月 日 借 入 先

政府資金 財 務 省

政府資金 財 務 省

政府資金 財 務 省

政府資金 財 務 省

政府資金 国 民 年 金

政府資金 財 務 省

政府資金 財 務 省

機構資金 機 構

機構資金 機 構

政府資金 財 務 省

機構資金 機 構

政府資金 財 務 省

政府資金 財 務 省

機構資金 機 構

政府資金 財 務 省

機構資金 機 構

機構資金 機 構

機構資金 機 構

政府資金 財 務 省

機構資金 機 構

政府資金 財 務 省

政府資金 財 務 省

政府資金 財 務 省

機構資金 機 構

機構資金 機 構

政府資金 財 務 省

政府資金 財 務 省

機構資金 機 構

政府資金 財 務 省

機構資金 機 構

機構資金 機 構

政府資金 財 務 省

機構資金 機 構

機構資金 機 構

機構資金 機 構

機構資金 機 構

機構資金 機 構

機構資金 機 構

政府資金 財 務 省

政府資金 財 務 省

政府資金 財 務 省

政府資金 財 務 省

政府資金 財 務 省

政府資金 財 務 省

機構資金 機 構

機構資金 機 構

機構資金 機 構

機構資金 機 構

機構資金 機 構

政府資金 財 務 省

政府資金 財 務 省

政府資金 財 務 省

機構資金 機 構

機構資金 機 構

政府資金 財 務 省

機構資金 機 構

機構資金 機 構

政府資金 財 務 省

機構資金 機 構

機構資金 機 構

政府資金 財 務 省

機構資金 機 構

政府資金 財 務 省

政府資金 財 務 省

機構資金 機 構

小計

企    業    債    明    細    書
（単位：円）

種　　類
発 行 総 額

償       還       高
未 償 還 残 高

備     考
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発 行 発  行 利  率 償 還 終 期

許可年度 資金区分 年 月 日 当 年 度 償 還 高 償 還 高 累 計 価  額 年  ％ 年 月 日 借 入 先

政府資金 財 務 省

機構資金 機 構

機構資金 機 構

政府資金 財 務 省

政府資金 財 務 省

機構資金 機 構

機構資金 機 構

機構資金 機 構

政府資金 財 務 省

政府資金 財 務 省

政府資金 財 務 省

機構資金 機 構

機構資金 機 構

機構資金 機 構

政府資金 財 務 省

機構資金 機 構

機構資金 機 構

機構資金 機 構

機構資金 機 構

機構資金 機 構

機構資金 機 構

政府資金 財 務 省

政府資金 財 務 省

政府資金 財 務 省

政府資金 財 務 省

機構資金 機 構

機構資金 機 構

機構資金 機 構

政府資金 財 務 省

機構資金 機 構

機構資金 機 構

機構資金 機 構

政府資金 財 務 省

政府資金 財 務 省

政府資金 財 務 省

政府資金 財 務 省

機構資金 機 構

機構資金 機 構

政府資金 財 務 省

機構資金 機 構

機構資金 機 構

機構資金 機 構

機構資金 機 構

政府資金 財 務 省

政府資金 財 務 省

政府資金 財 務 省

政府資金 財 務 省

政府資金 財 務 省

機構資金 機 構

機構資金 機 構

政府資金 財 務 省

機構資金 機 構

機構資金 機 構

銀行等 銀 行 等

機構資金 機 構

銀行等 銀 行 等

政府資金 財 務 省

機構資金 機 構

銀行等 銀 行 等

銀行等 銀 行 等

政府資金 財 務 省

政府資金 財 務 省

機構資金 機 構

銀行等 銀 行 等

銀行等 銀 行 等

小計

企    業    債    明    細    書
（単位：円）

種　　類
発 行 総 額

償       還       高
未 償 還 残 高

備     考
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発 行 発  行 利  率 償 還 終 期

許可年度 資金区分 年 月 日 当 年 度 償 還 高 償 還 高 累 計 価  額 年  ％ 年 月 日 借 入 先

銀行等 銀 行 等

政府資金 財 務 省

政府資金 財 務 省

機構資金 機 構

銀行等 銀 行 等

銀行等 銀 行 等

政府資金 財 務 省

機構資金 機 構

政府資金 財 務 省

政府資金 財 務 省

銀行等 銀 行 等

機構資金 機 構

政府資金 財 務 省

政府資金 財 務 省

政府資金 財 務 省

政府資金 財 務 省

銀行等 銀 行 等

銀行等 銀 行 等

銀行等 銀 行 等

機構資金 機 構

政府資金 財 務 省

政府資金 財 務 省

政府資金 財 務 省

政府資金 財 務 省

銀行等 銀 行 等

政府資金 財 務 省

政府資金 財 務 省

機構資金 機 構

政府資金 起債前借 財 務 省

小計

合計

企    業    債    明    細    書
（単位：円）

種　　類
発 行 総 額

償       還       高
未 償 還 残 高

備     考
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金　額 構成比 金　額 構成比 金額 率

給水収益

受託工事収益 △ 9,682,707 △ 9.2

その他営業収益

簡易水道収益 △ 1,995,836 皆減

受託事務収益 △ 896,800 △ 4.4

受取利息 △ 982,904 △ 18.3

他会計補助金

長期前受金戻入

雑収益 △ 15,336,803 △ 13.1

△ 6,009,232 △ 89.4

過年度損益修正益

その他特別収益 △ 6,512,809 △ 97.2

固定資産売却収益 △ 9,500 皆減

原水及び浄水費

配水費

給水費

受託工事費 △ 7,123,091 △ 7.7

総係費

水源対策費 △ 255,388 △ 4.4

減価償却費

資産減耗費

その他営業費用 △ 90,746 △ 67.2

簡易水道費 △ 16,510,438 皆減

△ 5,476,923 △ 2.6

受託事務費

支払利息

雑支出 △ 8,506,047 △ 17.4

過年度損益修正損

災害による損失 皆増

その他特別損失 皆増

△ 101,428,721 △ 17.1

水 道 事 業 別 損 益 計 算 書

　　　　　　 年　度
項　目

平成29年度 平成28年度 対前年度比較

事業収益

営業収益

営業外収益

特別利益

事業費用

営業費用

営業外費用

特別損失

当年度純利益
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（単位：円）

今治 朝倉 玉川 波方 大西 菊間 越智諸島

△ 47,319,518 △ 23,461,007 △ 102,750,764

平成29年度内訳



― 40 ―

（１）資産（借方）

金　　額 構成比 金　　額 構成比 金　　額 率

△ 1,305,948 △ 12.9

△ 3,229,188 △ 11.1

△ 585,768,317 △ 15.3

△ 585,768,317 △ 15.3

△ 11,131,229 △ 0.0 △ 11,560,558 △ 0.0

△ 221,223 △ 1.2

（２）負債・資本（貸方）

金　　額 構成比 金　　額 構成比 金　　額 率

国庫（県）補助金
工 事 負 担 金
受 贈 財 産 評 価 額
加 入 金

国庫（県）補助金
他 会 計 補 助 金
受 贈 財 産 評 価 額
寄 附 金

減 債 積 立 金 △ 96,760 △ 0.0

建 設 改 良 積 立 金 皆増
当年度未処分利益剰余金

（当年度純利益） (△ 101,428,721)

機 械 及 び 装 置

水 道 事 業 別 貸 借 対 照 表

　　　　　　　年　度
項　目

平成29年度 平成28年度 対前年度比較

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産

土 地
建 物
構 築 物

貸 倒 引 当 金

車 両 運 搬 具
工 具 器 具 備 品
建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産
施 設 利 用 権
電 話 加 入 権

投 資
基 金

流 動 資 産
現 金 ・ 預 金
未 収 金

引 当 金

貯 蔵 品
そ の 他 流 動 資 産

資 産 合 計

　　　　　　　年　度
項　目

対前年度比較

負 債
固 定 負 債

企 業 債

平成29年度 平成28年度

資 本 剰 余 金

流 動 負 債
企 業 債
未 払 金
引 当 金
預 り 金

繰 延 収 益
長 期 前 受 金

資 本
資 本 金

自 己 資 本 金
剰 余 金

利 益 剰 余 金

負 債 資 本 合 計
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今治 朝倉 玉川 波方 大西 菊間 越智諸島

△ 195,838,318

△ 231,732,763 △ 13,747,147

△ 8,178,590 △ 223,824 △ 92,030 △ 439,967 △ 161,475 △ 340,843 △ 1,694,500

今治 朝倉 玉川 波方 大西 菊間 越智諸島

△ 492,221,729 △ 67,868,722 △ 226,481,941 △ 368,812,946

△ 492,221,729 △ 67,868,722 △ 228,491,983 △ 388,181,571

△ 492,221,729 △ 67,868,722 △ 228,491,983 △ 388,181,571

(△ 47,319,518) (△ 23,461,007) (△ 102,750,764)

（単位：円）

平成29年度内訳
（単位：円）

平成29年度内訳
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今 治 市 工 業 用 水 道 事 業 決 算 書

　　　　　　　　　　　　今治市水道部

平　成 29 年　度
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収益費用明細書　　　　　　　　　 　　　　　　　

２　平成29年度　今治市工業用水道事業損益計算書　　　　　 

６　注記表

３　平成29年度　今治市工業用水道事業剰余金計算書　　　　 

目　  　次

５　平成29年度　今治市工業用水道事業貸借対照表　　　　　 

１　平成29年度　今治市工業用水道事業決算報告書　　　　　 

４　平成29年度　今治市工業用水道事業剰余金処分計算書(案) 

７　附  属  書  類

平成29年度　今治市工業用水道事業キャッシュ・フロー計算書

有形固定資産明細書　　　　 　　　　　　　　　　

平成29年度　今治市工業用水道事業報告書　　　 
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（１）　収益的収入及び支出

　　　
第1項 営業費用

第2項 営業外費用

第3項 予　備　費

支　　出

区　　　分 地方公営企業法

定による繰越額
第26条第2項の規

第1項 営業収益

第2項 営業外収益

                               　　 平成29年度　 今治市工業用　　　　　水道事業決算報告書（消費税及び地方消費税込み）

収　　入

区　　　分

予　　　　算　　　　額

当初予算額

当初予算額 補正予算額 流充用増減額

予　　　　　算　　　　　額

補正予算額 合　　　計

第款工業用水道事業収益

第款工業用水道事業費用
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不　用　額

（単位：円）

決　算　額

△ 4,430,237

                               　　 平成29年度　 今治市工業用　　　　　水道事業決算報告書（消費税及び地方消費税込み）

地方公営企業法
第26条第2項の規
定による繰越額

　決算額のうち
　仮払消費税

予 算 額 に 比 べ
決 算 額 の 増 減

　　   決 算 額 の う ち
　　   仮 受 消 費 税

予　　　　　算　　　　　額

合　　　計

（単位：円）

△ 4,429,207

決　　算　　額
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（２）　資本的収入及び支出

第１款　資本的収入

第1項 その他資本収入

第１款　資本的支出

第1項 建設改良費

第2項 予　備　費

　　　　 　

  る財源充当額

  第26条の規定に
  よる繰越額に係

収　　入

区　　　分

予　　　　　　算　　　　　　額

当初予算額 補正予算額 小　　計

  地方公営企業法

小　　計

支　　出

区　　　分
当初予算額 補正予算額 流充用増減額

  の規定によ
  る繰越額

　資本的収入額が資本的支出額に不足する額　86,400円は、過年度分損益勘定保留資金

予　　　　　算　　　　　額

  地方公営企
  業法第26条
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 地方公営企業法   決算額のうち
 第26条の規定に   仮払消費税
 よる繰越額

予 算 額 に 比 べ   決 算 額 の う ち
決 算 額 の 増 減   仮 受 消 費 税

（単位：円）

予　　　　　　算　　　　　　額

決　算　額
合　　計

（単位：円）

80,000円及び当年度分消費税資本的収支調整額　6,400円で補てんした。

不　用　額決　算　額

予　　　　　算　　　　　額

合　　計
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（単位：円）

１　営　業　収　益

（1）給　水　収　益　

（2）その他営業収益　

２　営　業　費　用

（1）原水及び浄水費

（2）配　　水　　費　

（3）総　　係　　費

（4）減 価 償 却 費

営 業 利 益

３　営 業 外 収 益

（1）受　取　利　息

（2）雑　　収　　益

経 常 利 益

当年度純利益

前年度繰越利益剰余金

当年度未処分利益剰余金

平成29年度　今治市工業用水道事業損益計算書

（平成29年４月１日から平成30年３月31日まで）
（消費税及び地方消費税抜き）
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利 益 剰 余 金

（単位：円）

（単位：円）

平成29年度　今治市工業用水道事業剰余金計算書（消費税及び地方消費税抜き）

（平成29年4月１日から平成30年3月31日まで）

（消費税及び地方消費税抜き）

平成29年度　今治市工業用水道事業剰余金処分計算書（案）

前年度末残高

前年度処分額

議会の議決による処分額

建設改良積立金の積立

条例による処分額

利益積立金の積立

処分後残高

当年度変動額

利益積立金からの組入

建設改良積立金からの組入

当年度純利益

当年度末残高

処分後残高

△ 1,400,000

当年度末残高

議会の議決による処分額

建設改良積立金の積立

利益積立金の積立

未処分利益剰余金

(当年度未処分利益剰余金)

△ 3,700,000

△ 3,700,000

△ 3,700,000

(繰越利益剰余金)

（繰越利益剰余金）

△ 1,400,000

利益剰余金
合　　　計

利　　益
積 立 金

建設改良
積 立 金

剰　余　金

未処分利益
剰　余　金

資　　本
合　　計自　  己

資 本 金

資　本　金

自　己　資　本　金
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１　固　定　資　産

（1）有形固定資産　

　イ 土　　　地

　ロ 建　　　物

　 減価償却累計額 △ 1,093,990

ハ 構　築　物

減価償却累計額 △ 46,156,107

　ニ 機械及び装置

　 減価償却累計額 △ 17,975,263

　ホ 車両運搬具

　 減価償却累計額 △ 971,261

　ヘ 工具器具備品

　 減価償却累計額 △ 37,548

　

　固定資産合計

２　流　動　資　産

（1）現　金・預　金　

（2）未　　収　　金

流動資産合計

資　産　合　計

平成29年度　今治市工業用水道事業貸借対照表（消費税及び地方消費税抜き）

（平成30年3月31日）
（単位：円）

資　　産　　の　　部

有形固定資産合計
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３　流　動　負　債

（1）未　払　金

流動負債合計

負債合計

４　資　　本　　金

（1）自己資本金

資 本 金 合 計

５　剰　　余　　金

（1）利益剰余金

イ 利益積立金

ロ 建設改良積立金

ハ 当年度未処分利益剰余金

利益剰余金合計

剰余金合計

資本合計

負債・資本合計

資　　本　　の　　部

負　　債　　の　　部
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Ⅰ　重要な会計方針

　１　固定資産の減価償却の方法
　　（1）有形固定資産（リース資産を除く。）
　　　・減価償却の方法　　 　定額法による
　　　・主な耐用年数
　　　　建物 　　　　　　　　15～50年
　　　　構築物 　　　　　　　40年
　　　　機械及び装置 　　　　15年
　　　　工具器具備品 　　　　3～15年

　２　消費税及び地方消費税の会計処理
　　　消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。

注記表
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平成 年度 今治市工業用水道事業報告書

第１ 概 要

（１） 総括事項

平成 年度の今治市工業用水道事業の概要を以下のとおり報告します。

イ 給水状況

本年度は、太陽石油㈱四国事業所に対し、年間 万 ㎥（対前年度比 万 ㎥、

％増）を給水しました。

ロ 財政状況

先ず、収益的収支における工業用水道事業収益は、雑工水共同施設管理費負担金 万 千

円（対前年度比 万 千円、 ％増）、料金収入 万 千円（増減なし）、預金利息

万 千円 同 千円、 ％減）、雑収益 万 千円（同 万 千円、 ％減）となり、事

業収益総額は 万 千円（同 万 千円、 ％増）となりました。

一方、工業用水道事業費用は、営業費用が 万 千円（対前年度比 万円、 ％

増）となり、事業費用総額が 万 千円（同 万円、 ％増）となりました。

この結果、差引当年度純利益は、 万 千円となり、前年度と比べ 万円（ ％）の

減少となりました。

次に、資本的収支におきましては、収入は雑工水共同施設管理費負担金 万円（対前年度比

万 千円、 ％減）、支出は葉山浄水場パック注入ポンプの購入に、 万円 同 万

千円、 ％減）となりました。

この結果、収支差引不足額は 万円となり過年度分損益勘定留保資金で補てんしました。
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イ

議案第95号
平成28年度 今治市工業用水道事業会計未処分利益
剰余金の処分について

議案第29号 平成30年度　今治市工業用水道事業会計予算

（単位：円）

計 ― ―

施　工　内　容

・葉山浄水場パック注入ポンプ　1台

議決年月日

― ―

件　　　　　　　　　　　名

―

（１）建設改良事業（消費税及び地方消費税込み）

（２）議会の議決事項

（３）職員に関する事項

議案番号 提出年月日

区　分

（単位：人）

議案第94号
平成28年度 今治市工業用水道事業決算の認定につ
いて (認定）

着工年月日

小計

第２　工　　　事

備　考

吏  　員
そ の 他

平成30年3月31日 平成29年3月31日 増　減

営業設備費

―

機械器具費

工事番号 工　　事　　名 竣工年月日工　事　費
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第３　業　　　務

　　イ　給水事業箇所数

（１）業　　務　　量

種　　別 平成30年３月31日 平成29年３月31日

（単位：円）

　　ロ　配　　水　　量

種　　別

増　減 備　考

給水事業箇所数 １箇所 １箇所 ―

配　水　量

（単位：㎥）

備　考平成29年度 平成28年度 増　減

科 目

営 業 収 益

営業外収益

備　考

（２）事業収入に関する事項　（消費税及び地方消費税抜き）

平成29年度 平成28年度 増　減

一日平均配水量

合　　　計

合　　　計

科 目

（３）事業費に関する事項　（消費税及び地方消費税抜き）

営 業 費 用

平成29年度 平成28年度 増　減

△ 169,007

備　考

（単位：円）
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職員給与費

　　ロ　議会の議決を経なければ流用することができない経費の概況（消費税及び地方消費税込み）

（単位：円）

区　　分 予　算　額 執　行　額 残　　額 備　　考

当年度使用額区　　分

消費税資本的
収支調整額

合　　計

当年度分損益
勘定留保資金

前年度より繰越額 当年度発生額

（単位：円）

当 年 度 末 残 高

平成30年3月31日
現　　　　在

（２）その他会計経理に関する重要事項

　　イ　損益勘定留保資金等の概況

過年度分損益
勘定留保資金

第４　会　　　計

（１）一時借入金の概況

（単位：円）

前 年 度 末 残 高

当 年 度 借 入 高
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（単位：円）

当年度純利益

減価償却費

受取利息及び受取配当金 △ 14,030

未収金の増減額（△は増加） △ 235,797

未払金の増減額（△は減少）

小計

利息及び配当金の受取額

業務活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △ 160,000

国庫補助金等による収入

未収金の増減額（△は増加）

投資活動によるキャッシュ・フロー

　資金期末残高

　資金期首残高

平成29年度　今治市工業用水道事業キャッシュ・フロー計算書
（平成29年４月１日から平成30年３月31日まで）

　業務活動によるキャッシュ・フロー

　投資活動によるキャッシュ・フロー

　資金増加額（又は減少額）　
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（単位：円）

工業用水道事業収益 　 　 　
営 業 収 益

給 水 収 益
工 水 料 金 　

その他営業収益

他会計負担金
営 業 外 収 益 　

受 取 利 息 　
預 金 利 息

雑 収 益
その他雑収益

工業用水道事業費用

　 営 業 費 用
原水及び浄水費

備 消 品 費
光 熱 水 費
通 信 運 搬 費
委 託 料
手 数 料
賃 借 料
修 繕 費
薬 品 費
材 料 費
負 担 金

配 水 費
賃 借 料
動 力 費
材 料 費

総 係 費
手 当 等 予算額　210,000

燃 料 費
通 信 運 搬 費
委 託 料
賃 借 料
修 繕 費
負 担 金
保 険 料

減 価 償 却 費
有形固定資産減価償却費

目 節

  収益費用明細書（消費税及び地方消費税抜き）
（平成29年４月１日から平成30年３月31日まで）

執 行 額 備考款 項
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　土　　　地

　　施設用地

　建　　　物

　　施設用建物

　構　築　物

　　原水設備

　　浄水設備

　　配水設備

　　その他構築物

　機械及び装置

　　電気設備

　　ポンプ設備

　　量 水 器

　車両運搬具

　工具器具備品

資産の種類 年度当初現在高 当年度増加額 当年度減少額 年度末現在高

　　その他機械装置

有形固定資産合計

 有 形 固 定 資 産　　　　　
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当年度増加額 当年度減少額

（単位：円）

減 価 償 却 累 計 額

累　　計
年度末償却未済高 備　　考

　　　　　明 細 書 （消費税及び地方消費税抜き）




